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FT4 =T 1 —FER

WB 1:500-1:2000,IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:100-1:200

Calculated MW:77 kDa; Observed MW:77 kDa

PKC beta 1

PKCB; PRKCB1; PRKCB2; PKC-beta
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v MAERESATOEY, [RefSeqiiftt. 2008 F 7 B]
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	応用
	抗原情報
	背景
	プロテインキナーゼC（PKC）は、カルシウムおよびセカンドメッセンジャーであるジアシルグリセロールによって活性化されるセリンおよびスレオニン特異的プロテインキナーゼのファミリーです。PKCファミリーのメンバーは、多種多様なタンパク質標的をリン酸化します。また、多様な細胞シグナル伝達経路に関与することが知られています。PKCファミリーのメンバーは、腫瘍プロモーターの一種であるホルボールエステルの主要受容体としても機能します。PKCファミリーの各メンバーは特異的な発現プロファイルを持ち、細胞内で異なる役割を果たしていると考えられています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、PKCファミリーのメンバーの1つです。このプロテインキナーゼは、B細胞の活性化、アポトーシス誘導、内皮細胞の増殖、腸管糖吸収など、多くの異なる細胞機能に関与することが報告されています。マウスを用いた研究では、このキナーゼが神経機能を制御し、ストレス後の恐怖誘発性葛藤行動と相関している可能性も示唆されています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月]
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	PKC ベータ 1 ウサギモノクローナル抗体を使用して PKC ベータ 1 を標識した Hela 細胞の免疫蛍光分析。

